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特
集 

竹
原
市
、
日
本
遺
産
に
初
認
定
！

▲日本遺産認定証交付式

　で、代表スピーチを行

　う今榮市長

　（大阪市住吉大社）

▲福井県立若狭歴史博物館提供

　　「井田家所蔵古写真」

日
本
遺
産
に
認
定

　

竹
原
市
は
、
５
月
20
日
、
「
日
本
遺
産
」
に
初
め
て
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
遺
産
と
は
、
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
ま

と
め
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
文
化
庁
が
「
日
本
遺
産
」
に
認

定
す
る
も
の
で
、
本
市
は
北
前
船
の
寄
港
地
と
し
て
ま

ち
が
繁
栄
し
た
歴
史
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
遺
産
「
北

前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
」
に
追
加
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
は
こ
れ
ま
で
、
昭
和
57
年
に
「
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
」
（
町
並
み
保
存
地
区
）
に
選
定
、
平

成
24
年
に
「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
の
認
定
を

受
け
て
お
り
、
今
回
の
「
日
本
遺
産
」
認
定
で
、
昭
和
、

平
成
、
令
和
と
、
３
つ
の
時
代
に
わ
た
り
、
地
域
の
歴

史
や
文
化
を
守
り
、
発
信
し
て
き
た
こ
と
が
、
国
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

６
月
19
日
に
は
、
酔
景
の
小
庭
と
森
川
邸
で
日
本
遺
産

追
加
認
定
記
念
行
事
と
し
て
、
セ
レ
モ
ニ
ー
と
講
演
会
を

挙
行
し
ま
し
た
。

北
前
船
と
は

　

江
戸
時
代
中
期
か
ら
明
治
30
年
代
に
か
け
て
、
大
量
の

荷
物
を
積
ん
で
北
海
道
か
ら
大
阪
ま
で
日
本
海
廻
り
で

往
来
し
た
船
で
す
。

　▲認定記念行事で合唱する竹原小

　　学校５年生・６年生 70 人
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紙本著色竹原

絵屏風

北前船の商人によ

る塩の買い付け

などで繁栄した

1800 年頃の竹原

の町並みを描いた

絵屏風。市重要文

化財。

　「塩浜万覚書」

嘉永元年 (市立竹

原書院図書館蔵 )

▲忠海の常夜灯

▼

▼

▲羽白家「御客帳」

竹
原
で
の
北
前
船
の
商
い

　

上
の
屏
風
は
、
一
八
〇
〇
年
頃
の
竹
原
下
市
（
現
在
の

町
並
み
保
存
地
区
の
周
辺
）
を
描
い
た
屏
風
で
す
。
竹
原

下
市
の
西
側
（
屏
風
で
は
下
側
）
に
本
川
が
瀬
戸
内
海
（
屏

風
の
右
側
）
へ
と
流
れ
て
い
ま
す
。

　

本
川
は
満
潮
時
に
は
、
中
型
船
・
小
型
船
は
入
っ
て
く

る
こ
と
が
で
き
た
と
い
い
ま
す
が
、
北
前
船
な
ど
の
大
型

船
は
、
横
島
（
竹
原
町
明
神
付
近
）
に
船
を
停
め
、
竹
原

で
買
い
付
け
た
塩
な
ど
の
商
品
を
、
上
荷
船
で
運
び
、
積

み
込
み
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
後
期
の
文
人
津
田
淙そ

う
あ
ん庵

は
、
随
筆
集
『
譚た

ん
か
い海

』

の
中
で
、
「
北
廻
り
の
船
は
み
な
讃
岐
の
金こ

ん

ぴ

ら

ご

ん

げ

ん

毘
羅
権
現
へ

参
詣
す
る
也
、
扨さ

て

安
芸
の
竹
原
に
船
を
よ
せ
て
、
塩
を
買

て
北
国
へ
ひ
さ
ぐ
事
、
常
の
事
也
」(

北
前
船
は
、
み
な

讃
岐
の
国
の
金
毘
羅
権
現
に
お
参
り
す
る
。
そ
の
後
、
安

芸
の
国
竹
原
に
船
を
寄
せ
、
塩
を
買
っ
て
北
国
で
商
売
す

る
の
は
い
つ
も
の
こ
と
だ)
と
記
し
て
い
ま
す
。

北
前
船
は
竹
原
塩
販
売
の
上
得
意

　

北
前
船
は
、
竹
原
塩
を
ど
の
く
ら
い
買
っ
て
い
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？

　

幕
末
の
弘
化
２
年(

一
八
四
五)

に
は
、
竹
原
塩
の

生
産
量
は
、
「
十
六
万
六
千
四
百
九
十
七
俵
」
で
、
そ
の

半
数
以
上
に
当
た
る
「
八
万
三
千
四
百
四
十
三
俵
」
が

北ほ
っ
こ
く国

行
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
北
前
船
は
竹

原
塩
販
売
の
上
得
意
だ
っ
た
の
で
す
。

　

交
易
を
通
し
て
、
北
前
船
は
、
竹
原
の
ま
ち
の
繁
栄
に
、

大
き
く
貢
献
し
て
い
た
の
で
す
。

　

現
在
、
日
本
遺
産
認
定
を
記
念
し
、
町
並
み
保
存
セ
ン

タ
ー
２
階
に
お
い
て
、
特
別
展
『
北
前
船
と
竹
原
』
を

令
和
２
年
３
月
29
日
㈰
ま
で
の
期
間
で
、
開
催
し
て
い

ま
す
。
忠
海
の
常
夜
灯
や
、
古
文
書
に
つ
い
て
も
解
説

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　

教
育
振
興
課
文
化
財
保
護
係　
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